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現 状  

１  リ ハビ リ テ ーシ ョ ン の役割と 機能 

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療には、急性期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 、回復期リ ハビ

リ テ ーシ ョ ン 、 維持期・ 生活期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン があ り ま す。  

な お、 維持期・ 生活期において 、 患者が、 急性期医療機関や回復期リ ハ

ビ リ テ ーシ ョ ン 病棟を 退院し た 後な ど に、 自宅から 病院、 診療所、 介護老

人保健施設に通院・ 通所し 、 又は、 医師や理学療法士等の自宅訪問を 受

け 、 リ ハビ リ テ ーシ ョ ン を 実施する こ と を 在宅リ ハビ リ テ ーシ ョ ン と いい

ま す。  

 

○ 令和２ 年の東京都の高齢者人口は 3 1 9  万人、高齢化率は 2 2 .7 % と な っ て

おり 、高齢者人口増加が見込ま れて いま す。重度な 要介護状態と な っ て も 住

み慣れた 地域で 自分ら し い暮ら し を 人生の 最後ま で 続け る こ と が で き る よ

う 、 医療・ 介護・ 介護予防・ 住ま い・ 生活支援が一体的に提供さ れる 地域包

括ケ ア シ ス テ ム の深化・ 推進が求めら れて いま す。  

 

○ 介護保険制度におけ る「 一般介護予防事業」 では、 心身の状況によ っ て 分

け 隔て る こ と な く 、 高齢者自身が担い手と な っ て 体操等を 行う 通い の場を

運営する 取組な ど 、 住民主体の 地域づく り につな がる 介護予防活動を 行う

と と も に、リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 専門職等の関与を 促進し 、介護予防の機能強

化を 図る こ と が求めら れて いま す。  

 

２  リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療を 取り 巻く 状況 

○ 脳血管疾患又は大腿骨骨折等の患者に対し て 、急性期病院での治療後、日

常生活動作（ Ａ Ｄ Ｌ ） の向上や在宅復帰を 目的と し た リ ハビ リ テ ーシ ョ ン を

集中的に提供する「 回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病床」 の都内の病床数は、 令

和５ 年１ 月現在 1 2 0 施設 8 ,7 5 4 床、人口 1 0 万対 6 2 .4 床と な っ て いま す。  

 

１ ３  リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療 

○ 患者が、急性期、回復期、維持期・生活期を通じて切れ目なく一貫したリ

ハビリテーションを受けられるよう、各リハビリテーション期を担う医療機

関等の支援を行っていきます。 

○ 区市町村が実施する介護予防等の取組について、地域リハビリテーション

支援センターが地域のニーズ等に応じた効果的な支援を実施していきます。 

○ 東京都リハビリテーション病院について、リハビリテーション機能の充

実・強化を図るとともに、都のリハビリテーション施策に積極的に貢献して

いきます。 

参考資料１
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○ ま た 、 急性期治療を 経過し た 患者及び在宅医療患者等の 受入れ並びに 在

宅復帰支援等を 行う 機能を 有し 、 地域包括ケ ア シ ス テ ム を 支え る 役割を 担

う 「 地域包括ケ ア 病床」 の都内の病床数は、 令和４ 年１ 月現在 1 6 2 施設

5 ,5 8 2 床と な っ て いま す。  

 
 

○ 都内病院で従事する リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 従事者数は年々増加し て いま す。

特に都内訪問看護ス テ ーシ ョ ン で 従事する リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 従事者数に

ついて は、 令和２ 年現在、 理学療法士が 3 ,3 0 5 人､作業療法士が 1 ,3 7 5 人､

言語聴覚士が 4 0 4 人と 平成 2 8 年と 比較し て 増加し て いま す。  

 

資料： 東京都保健医療局調べ 

資料： 東京都保健医療局調べ 

(床) 

(床) 
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こ れま での取組 

１  リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療提供体制に係る 取組 

○ 平成 1 2 年に、都及び地域におけ る リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 提供体制について

検討する 、「 東京都リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 協議会（ 以下「 協議会」 と いう 。）」

を 設置し 、 リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 体制の充実を 図っ て いま す。  

 

○ ま た 、 平成 1 3 年度から 二次保健医療圏ご と に「 地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン

支援セ ン タ ー」（ 以下「 支援セン タ ー」 と いう 。） を 指定し 、 支援セン タ ーを

拠点と し て リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 従事者の技術等の底上げ、 かかり つけ 医や

ケ ア マ ネ ジ ャ ーに対する リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 知識・ 技術の情報の提供及び

地域のリ ハビ リ テ ーシ ョ ン 関係者によ る 意見交換や情報共有のた め の連絡

会の開催等に取り 組んでいま す。  

 

○ 高齢化に伴う 医療・ 介護ニ ーズ の増加、訪問リ ハビ リ テ ーシ ョ ン の需要の

増加に伴う リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 従事者の活躍の場の拡大等を 踏ま え 、 協議

会及び協議会の下に 設置し た 「 地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 支援体制機能強化

検討部会」 において 、地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 支援体制の見直し について 検

討し て いま す。  

 

○ 回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 機能の充実を 図る た め、 回復期リ ハビ リ テ ー

シ ョ ン 病棟及び地域包括ケ ア 病棟の施設や設備整備に要する 費用の 補助を

実施し て いま す。  

 

  

資料： 東京都保健医療局調べ 

（人） 
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○ 急性期病院での治療後、 リ ハビ テ ーシ ョ ン を 必要と する 脳卒中患者が早

期に回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟等への転院がで き る よ う 、 急性期病院

と 回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟等を 有する 病院間で の脳卒中地域連携ク

リ テ ィ カ ルパス 等の普及を 図っ て いま す。  

 

２  東京都リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病院の運営 

○ 都は、平成２ 年５ 月にリ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療の中核施設と し て 、東京都

リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病院（ 1 6 5 床・ 墨田区） を 開設し ま し た 。 リ ハビ リ テ ー

シ ョ ン 医療におけ る 高度・ 専門機能を 備え 、 身体に機能障害があ り 、 リ ハビ

リ テ ーシ ョ ン 医療を 専門的に行う 必要のあ る 患者に切れ目のな い質の高い

医療を 3 6 5 日提供し て いま す。  

 

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療に関わる 教育研修及び研究活動の推進、 実習生

や見学生の積極的な 受入れのほか、支援セン タ ーの取り ま と め役と し て 、関

係者の連携を 推進する な ど 、 地域におけ る リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療と 福祉・

介護の充実、進展に取り 組むと と も に、災害時には医療救護活動の拠点と し

て の機能も 担う こ と と な っ て いま す。  

 

課題と 取組の方向性  

＜＜課課題題１１＞＞一一貫貫ししたたリリハハビビリリテテーーシショョンンのの実実施施  

○ 患者の療養生活の質を 高める た めには、急性期から 維持期・ 生活期を 通じ 、

患者の状態等に応じ た 一貫し た リ ハビ リ テ ーシ ョ ン を 実施し 、 機能回復や

合併症の予防、 日常生活動作の維持・ 向上を 図る こ と が必要です。  

 

○ 急性期において は、 十分な リ ス ク 管理の下に可能な 限り 早期から 積極的

な リ ハビ リ テ ーシ ョ ン を 行う こ と が重要です。  

 

○ 回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟を 退院し た 患者のう ち 、 引き 続き リ ハビ

リ テ ーシ ョ ン が必要な 患者に対し 、 医療と 介護の連携によ る 切れ目のな い

リ ハビ リ テ ーシ ョ ン の提供が必要です。  

 

○ 今後の高齢者人口の増加を 見据え 、 回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟及び

地域包括ケ ア 病棟の整備を 引き 続き 行う こ と が必要です。  
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＜＜課課題題２２＞＞地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン支支援援体体制制のの充充実実がが必必要要  

○ 令和３ 年５ 月に改定さ れた「 地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 推進のた めの指針」

では、「 地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 支援体制は地域包括ケ ア シ ス テ ム の構築か

つ市町村の一般介護予防を 中心と し た 地域支援事業の充実強化の体制整備

を 図る も の」 と さ れま し た 。 こ れを 踏ま え 、 地域の実情に応じ て 支援セン タ

ー機能の充実・ 強化を 図る と と も に、リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 関係者間の連携強

化に取り 組む必要があ り ま す。  

 

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン に対する ニ ーズ が増加する 中、 質の高いリ ハビ リ テ

ーシ ョ ン を 提供する た めには、 理学療法士等の人材育成が重要です。  
 

 
 

   

（（取取組組１１））一一貫貫ししたたリリハハビビリリテテーーシショョンンのの推推進進  

○ 急性期病院で の治療後、 速やか に回復期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟へ転

院でき る よ う 、 医療連携を 推進し ま す。  

 

○ 都内のリ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病床の需給状況を 適切に把握し つつ、 回復

期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病棟や地域包括ケ ア 病棟等必要な 整備を 促す支援

を 実施し ま す。  

 

○ 維持期・ 生活期リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 等を 提供する 医療機関や福祉施設

等と の連携を 強化し ま す。  

（（取取組組２２））地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン支支援援体体制制のの充充実実  

○ 地域のリ ハビ リ テ ーシ ョ ン ニ ーズ を 踏ま え 、 支援セン タ ーの機能や役割

について 協議会で検討を 行いま す。  

 

○ 地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 体制の強化・ 充実を 図り 、 区市町村が実施する

介護予防の 取組への 支援や在宅リ ハビ リ テ ーシ ョ ン に 関わ る 人材を 育成

し ま す。   

 

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 従事者の知識や技術の底上げを 図る た め、 支援セ ン

タ ーが研修を 実施する 際のカ リ キ ュ ラ ム やテ キ ス ト を 作成・ 提供する な ど

専門性の高い研修等を 支援し ま す。  
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＜＜課課題題３３＞＞東東京京都都リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院のの運運営営  

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 専門病院と し て の機能及び地域リ ハビ リ テ ーシ ョ ン

支援機能の充実・ 強化を 図る 必要があ り ま す。  
 

 
 

 

評価指標 
 

取組 指標名 現状 目標値 

取組１  
リ ハビ リ テ ーシ ョ ン が

実施可能な 医療機関数 

運動器 1 ,0 7 1 施設 

脳血管 6 0 4 施設 

呼吸器 3 3 2 施設 

が ん 1 2 9 施設 

心大血管 1 1 6 施設 

（ 令和５ 年５ 月現在）  

増やす 

取組１  
回復期リ ハビ リ テ ーシ

ョ ン 病棟の病床数 

8 ,7 5 4 床 

（ 1 0 万人当た り  

6 2 .4 床）  

（ 令和５ 年１ 月現在）  

増やす 

 

 

 

（（取取組組３３））東東京京都都リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院のの運運営営  

○ リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 医療の機能を 充実する と も に、 リ ハビ リ テ ーシ ョ ン

医療に 係る 実践的知識や技術の 普及を 目的と し た 実技指導を 含め た 研修

会の企画・ 開催によ り 、 リ ハビ リ テ ーシ ョ ン の中核施設と し て 、 研究成果

やノ ウ ハウ 、 技術の普及を 図っ て いき ま す。  

 

○ 各支援セ ン タ ーの活動を 支援する と と も に、 区市町村が実施する 在宅リ

ハビ リ テ ーシ ョ ン に係る 事業にも 積極的に取り 組んでいき ま す。  


